














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 越後国守 牒 惣返抄
美作国
守 牒 惣返抄
上野国
守 牒 惣返抄
東大寺
別当
延久４
〃５
承保元
〃２
〃３
承暦元
〃２
〃３
〃４
永保元
〃２
〃３
応徳元
〃２
〃３
寛治元
〃２
〃３
〃４
〃５
”６
”７
嘉保元
〃２
永長元
承徳元
源
頼
国
高
階
為
章
源
国
明
月７
》
藤
原
季
綱
大
江
匡
房
胡
月９
源
清
長
藤
原
忠
教
Ｉ
▲〒－－－－－－－古▽△
１
月
国
●
寺
●
△△
Ｉ
寺
●
寺
1０月
●１０月
●10月
寺
⑤
△
△
⑨
信
覚
◆
◆△
慶
信
⑧
④
！△
△
‐
月０１
寺
●
高階業房鯛
藤
原
定
俊
源
家
宗
△
原藤
経
範
壱不邦
Hosei University Repository
記
』
に
国
毎
の
封
物
の
所
定
料
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
書
に
記
載
を
要
し
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
惣
返
抄
」
と
共
に
考
え
た
い
。
前
述
し
た
承
保
二
年
か
ら
嘉
保
二
年
に
み
ら
れ
る
「
惣
返
抄
」
の
う
ち
、
越
後
国
、
美
作
国
、
上
野
国
の
表
れ
〃
を
み
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
「
惣
返
抄
」
は
、
例
え
ば
越
後
守
高
階
為
章
は
、
前
司
任
終
年
と
任
中
四
箇
年
の
計
五
箇
年
を
一
括
し
て
受
け
て
い
る
。
「
東
大
寺
牒
」
と
の
関
連
で
は
、
美
作
守
大
江
匡
房
の
任
終
年
に
、
上
野
守
高
階
業
房
の
任
終
年
に
そ
れ
ぞ
れ
「
東
大
寺
牒
」
を
受
け
、
「
惣
返
抄
」
は
各
任
終
年
の
前
年
ま
で
を
一
括
さ
れ
て
い
る
。
「
東
大
寺
牒
」
は
発
給
年
に
偏
り
が
あ
り
、
「
国
牒
」
は
越
後
国
一
通
の
み
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
十
一
世
紀
後
半
、
東
大
寺
封
物
の
勘
会
は
、
国
守
任
終
年
に
「
東
大
寺
牒
」
が
発
給
さ
れ
、
前
守
任
終
年
と
当
任
任
終
前
年
ま
で
の
勘
会
を
一
括
し
て
行
う
方
法
で
あ
っ
た
と
椎
図１１１世紀後半の封物
徴収手続き 法政
史
学
第
六
十
五
号
寺
使
に
よ
る
封
物
徴
収
仮
納
返
抄
発
給
封
戸
勘
記
国
守
任
終
年
東
大
寺
牒
発
給
国
牒
発
給
国
司
請
文
封
戸
勘
記
惣未
返済
抄弁
発済
給後
行
わ
れ
て
い
た
。
東
大
寺
は
寺
使
を
派
遣
、
「
封
戸
勘
記
」
に
従
っ
て
便
補
地
か
ら
封
物
を
徴
収
し
「
仮
納
返
抄
」
を
発
給
１
国
守
任
終
年
に
「
東
大
寺
牒
」
を
発
給
ｌ
国
司
は
請
文
で
あ
る
「
国
牒
」
を
発
給
１
国
雑
掌
は
「
仮
納
返
抄
」
を
収
集
し
東
大
寺
と
の
勘
会
に
脇
む
ｌ
未
済
弁
済
後
、
東
大
寺
は
「
惣
返
抄
」
を
発
給
□
こ
れ
を
図
示
す
る
と
図
ｌ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
十
一
世
紀
後
半
に
は
、
同
雑
掌
に
よ
ら
な
い
封
物
徴
収
手
続
き
が
見
い
出
せ
る
。
し
か
し
、
国
雑
掌
が
依
然
と
し
て
封
物
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
嘉
保
三
（
一
○
九
六
）
年
に
国
雑
掌
が
弁
済
使
と
共
に
文
書
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
、
摂
津
国
に
お
い
て
久
安
三
（
一
一
四
七
）
年
に
、
新
御
願
檀
役
を
国
雑
掌
が
配
分
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
十
一
世
紀
後
半
「
仮
納
返
抄
」
の
収
集
や
東
大
寺
と
の
勘
会
は
、
国
雑
掌
の
役
割
で
側
で
き
る
。
文
書
ｆ
の
「
参
期
有
限
」
と
文
書
ｇ
の
「
可
致
参
期
勤
」
の
文
言
は
、
国
守
任
終
年
に
封
物
清
算
の
年
が
到
来
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
仮
納
返
抄
」
は
ほ
ぼ
各
年
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
封
物
は
毎
年
東
大
寺
に
よ
る
徴
収
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一世紀後半の封物徴収手続きは、次の方法で
－－コ￣
lIq
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本
稿
で
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
の
阿
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
に
つ
い
て
、
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
国
雑
掌
は
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
者
で
あ
り
、
留
守
所
の
中
央
系
・
在
庁
組
織
の
複
数
の
Ⅱ
代
が
関
わ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
某
成
安
な
る
単
人
称
の
仮
稿
を
Ⅲ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
は
、
課
役
の
賦
課
と
徴
収
・
進
上
に
関
わ
る
在
地
の
要
と
も
い
え
る
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
を
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
昔
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
阿
雑
掌
は
、
本
論
で
み
た
よ
う
に
十
一
世
紀
中
葉
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
注
の
当
事
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
大
宰
府
管
内
の
所
領
相
論
沙
汰
に
関
わ
る
国
雑
掌
に
つ
い
て
は
、
今
回
触
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
多
様
な
変
化
の
過
程
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
地
方
の
在
地
領
主
層
が
台
頭
し
、
中
央
政
府
、
権
門
支
配
と
の
あ
っ
た
。
十
一
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
国
雑
掌
は
文
書
発
給
主
体
と
し
て
の
職
掌
は
な
く
な
る
が
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
全
責
任
者
と
し
て
の
立
場
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
お
わ
り
に
矛
盾
が
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
遠
く
の
事
件
で
も
中
央
の
大
（幻）
き
な
変
動
に
結
び
つ
く
と
い
う
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と
の
関
連
の
中
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
中
央
の
事
件
が
地
方
の
争
乱
に
結
び
つ
く
と
い
う
一
面
を
も
つ
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
今
後
の
課題とする。
註（
１
）
原
田
重
「
国
雑
掌
に
つ
い
て
」
急
九
州
史
学
」
第
七
号
、
’
九
五
八年）。松崎英一「国雑掌の研究」（『九州史学」第三七・
三
八
・
三
九
号
、
一
九
六
七
年
）
。
赤
松
俊
秀
「
雑
掌
に
つ
い
て
」
（「古文書研究」創刊齢、一九六八年）．また、国雑掌につ
い
て
触
れ
た
論
文
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
竹
内
理
三
「
在
庁
官
人の武士化」（「史学雑誌」第四八編第六号、一九一一一七年、
の
ち
同
「
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
’
九
五
五
年〉に所収）。吉村茂樹「留守所の発展」（「国司制度崩壊
に
関
す
る
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七
年
、
復
刊
一
九
七
八
年
）
。
阿
部
猛
「
貴
族
の
個
別
経
済
の
成
立
」
ｓ
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
新
生
社
、
’
九
六
六
年
）
。
泉
谷
康
夫
「
国
掌
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
歴
史
』
二
○
囚
号
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
同
「
律
令
制度崩壊過程の研究」〈鳴鳳社、一九七二年〉に所収）。勝
山
清
次
「
「
弁
済
便
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
Ｓ
Ｈ
本
史
研
究
」
一
五
○
・
一
五
一
号
、
一
九
七
五
年
、
の
ち
同
「
中
世
年
貢
制
成
立
史
の
一
五
Hosei University Repository
研究』〈塙書房、一九九五年〉に所収〉。
（
２
）
本
郷
恵
子
「
中
世
前
期
の
朝
廷
財
政
に
つ
い
て
」
ｓ
史
学
雑
誌
』
第
一
○
｜
編
第
四
号
、
一
九
九
二
年
）
。
（
３
）
白
川
哲
郎
「
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
」
急
待
兼
山
論
叢
』
二
七
（
史
学）、一九九三年）。
（
４
）
新
井
孝
重
氏
は
、
天
喜
四
年
か
ら
の
東
大
寺
の
伽
藍
修
造
を
年
代
別
に
整
理
し
、
応
保
元
（
’
一
六
一
）
年
南
大
門
再
建
を
も
っ
て
、
東
大
寺
の
平
安
時
代
後
期
の
伽
藍
修
造
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
い
わ
れ
る
（
同
「
東
大
寺
の
修
造
構
造
」
〈
同
「
東
大
寺
黒
田
荘
の
研
究
」
校倉書房、二○○｜年〉）。
（
５
）
今
正
秀
「
保
元
荘
園
整
理
令
の
歴
史
的
意
義
ｌ
平
安
後
期
荘
園
整
理
政
策
を
め
ぐ
る
政
府
と
権
門
ｌ
」
（
「
日
本
史
研
究
」
三
七
八
号
、
’九九四年）、十一頁。
（
６
）
小
山
田
義
夫
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
Ｓ
史
潮
」
八
阿
・
八
五
合
併
号、一九六三年）。
（
７
）
坂
本
賞
三
「
後
期
王
朝
国
家
体
制
の
成
立
」
（
『
日
本
王
朝
国
家
体
制論』第二編、東京大学出版会、一九七二年）。
（
８
）
勝
山
清
次
「
公
田
官
物
率
法
の
成
立
と
そ
の
諸
前
提
」
（
『
史
林
一
七○巻二号、一九八七年、のち同註（１）前掲書に所収）。
（９）今正秀註（５）前掲論文。
（
、
）
石
母
田
正
「
東
大
寺
」
Ｓ
中
世
的
世
界
の
形
成
」
伊
藤
書
店
、
一
九
四
六
年
、
の
ち
改
定
・
改
版
の
う
え
同
一
題
名
で
東
京
大
学
出
版
会
よ
り
一
九
五
七
年
に
出
版
、
さ
ら
に
若
干
の
訂
正
・
補
足
を
し
、
同
一
題
名
に
て
岩
波
文
庫
よ
り
一
九
八
五
年
に
出
版
）
。
法
政
史
学
第
六
十
五
号
（
、
）
板
蝿
杣
の
囚
至
は
、
長
元
七
年
七
月
十
六
日
官
符
に
て
確
定
さ
れ
た（「伊賀国名張郡司等文書勘注案」会東大寺文書目録」
第三部第十一’十四〉、「平安遺文」四巻一七一一一九号）。こ
の
時
の
伊
賀
守
は
、
藤
原
顕
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
左
経
記
」
同
月
廿
三
日
条
に
み
え
、
顕
長
以
後
と
は
、
長
元
七
年
に
確
定
さ
れ
た
凹
至
を
指
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
「
天
喜
元
年
宣
旨
」
は
、
寛徳荘園整理令に基づいて発令されたものであることが、
川
島
茂
裕
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
同
「
寛
徳
庄
園
整
理
令
と
天
喜
事
件
」
〈
『
ｎ
本
史
研
究
」
二
二
七
号
、
一
九
八
一
年〉）。
己
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
今
正
秀
註
（
５
）
前
掲
論
文
。
五
味
文
彦
「
前
期
院
政
と
荘
園
整
理
の
時
代
」
Ｓ
院
政
期
社
会
の
研
究」山川出版社、一九八四年）。
（
Ⅲ
）
勝
山
清
次
「
便
補
保
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
「
納
官
済
物
」
納
入
制
度
の
変
遷
ｌ
」
（
『
史
林
」
五
九
巻
六
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
同
註
（１）前掲書に所収）。
口
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
（
旧
）
久
野
修
義
「
中
世
寺
院
成
立
に
関
す
る
一
考
察
’
九
～
十
二
世
紀
東大寺をめぐってｌ」（『史林』六一巻四号、一九七八年、
のち同『日本中世の寺院と社会』〈塙書房、一九九九年〉
に
所
収
）
。
新
井
孝
重
註
（
４
）
前
掲
論
文
。
（
肥
）
氷
村
眞
「
東
大
寺
別
当
の
成
立
過
程
」
（
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
『
律
令
制
と
古
代
社
会
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
四
年
、
の
ち
一
部
改
稿
「
中
世
東
大
寺
の
形
成
過
程
」
第
一
節
・
第
二
節
と
し
一一ハ
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て同「中世東大寺の組織と経営」〈塙書房、一九八九年〉
に所収）。新井孝重註（４）前掲論文。
（
Ⅳ
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
大
石
直
正
「
平
安
時
代
後
期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
ｌ
解
体
期
の
封
戸
制
度
ｌ
」
急
東
北
学
院
大
学
論
集
」
歴
史
学
・
地
理
学
一
、
一
九
七
○
年
）
。
勝
山
清
次
「
封
戸
制
の
再
編
と
解
体
」
ｓ
日
本
史
研
究
』
一
九
囚
号
、
’
九
七
八
年
、
の
ち
一
部
改
稿
「
平
安
時
代
後
期
の
封
戸
制
ｌ
封
戸
制
の
再
編
と
解
体
ｌ
」
と
し
て
同
註
（
１
）
前
掲
書
に
所
収
）
・
久
野
修
義
註
（
旧
）
前掲論文一〕
（
旧
）
久
野
修
義
註
（
旧
）
前
掲
論
文
。
福
島
正
樹
「
家
産
制
的
勘
会
の
成
立
と
展
開
」
（
『
史
学
雑
誌
」
第
一
○
｜
編
第
二
号
、
’
九
九
二
年）。
（
四
）
永
承
年
間
ま
で
は
、
東
大
寺
か
ら
の
封
物
請
求
に
は
「
返
抄
」
「
牒
」
が
一
対
と
な
っ
て
発
給
さ
れ
て
い
る
が
、
犬
喜
年
間
に
入
る
と
「
返
抄
」
が
主
に
用
い
ら
れ
「
牒
」
は
国
符
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
Ｃ
（
加
）
「
同
五
年
色
Ｈ
」
と
い
う
奥
書
の
記
載
は
、
斗
欠
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
斗
欠
五
十
三
石
川
斗
余
の
算
出
は
、
「
向
五
年
色
目
」
を
天
喜
五
年
科
と
理
解
す
る
こ
と
で
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
同
五
年
色
目
」
は
、
犬
喜
五
年
科
で
あ
る
と
し
た
。
（皿）阿部猛註（１）前掲論文。
（
聖
上
島
有
編
『
東
寺
文
書
聚
英
」
図
版
篇
（
同
朋
舎
出
版
、
’
九
八
五
年
）
。
句
読
点
は
「
平
安
遺
文
」
十
巻
五
○
一
八
号
に
従
っ
た
。
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
（
躯
）
源
頼
国
は
、
『
御
堂
関
口
記
』
寛
弘
六
二
○
○
九
）
年
七
川
七
日
条
に
「
蔵
人
頼
国
来
月
奏
請
判
」
と
あ
る
。
『
九
条
家
本
延
喜
式
（
写
真
版
）
」
巻
三
十
’
十
凪
（
九
○
五
一
一
号
、
『
平
安
遺
文
』
寛
弘七年十月州日「衛門府根料下用注文」〈二巻四五八号〉）
に
「
蔵
人
頼
国
仰
、
府
生
兼
則
奉
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
頼
国
は
、
後
に
美
濃
国
等
の
国
守
を
歴
任
す
る
が
、
国
守
・
受
領
と
中
央
下
級
官
人
が
結
び
つ
く
場
の
一
つ
と
し
て
、
衛
門
府
が
考
え
ら
れ
る。
（型）阿部猛註（１）前掲論文。薗田香融「古代末期のある徴
税
文
書
ｌ
永
承
三
年
紀
伊
国
名
草
郡
収
納
米
帳
の
復
原
ｌ
」
（
『
史
泉
」
三
十
号
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
「
占
代
末
期
の
あ
る
徴
税
文
書
ｌ
永
承
三
年
紀
伊
国
名
草
郡
郡
許
院
収
納
米
帳
の
復
原
ｌ
」
と
し
て
、
何
「
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
」
〈
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
〉
に所収）□
（
配
）
本
郷
恵
子
註
（
２
）
前
掲
論
文
。
（
別
）
大
石
直
正
氏
は
、
国
雑
掌
Ⅱ
国
司
と
い
わ
れ
る
（
大
石
注
（
Ⅳ
）
前掲論文）。
（〃）勝山清次註（１）前掲論文。
（肥）東大寺六’二五六「官宣旨」（嘉保一一一年十二月十日）、同
六’二五七「官育一旨」（同年十月刑日）、「束大寺文書Ｈ録』
第
一
部
第
二
川
’
一
八
七
「
東
大
寺
所
司
請
文
案
（
土
代
）
」
（
同
年
月日、「平安遺文』四巻一三六七号〉。
（別）大石直正説（Ⅳ）前掲論文、二三頁簿
記
）
関
幸
彦
「
「
在
国
可
職
」
成
立
の
諸
前
提
」
（
『
国
衙
機
構
の
研
究
一
七
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（妬）勝山清次註（Ⅳ）前掲論文。
（別）大石直正註（Ⅳ）前掲論文。
（即）石母田正「平家物語」（岩波新書、一九五七年）。
〔
付
記
〕
本
論
は
、
二
○
○
五
年
一
月
、
法
政
大
学
通
信
教
育
部
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
教
授
小
口
雅
史
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
弧
）
筒
井
英
俊
編
『
東
大
寺
要
録
」
巻
六
（
全
国
書
房
、
一
九
四
四
ｌ「在国司職」研究序説ｌ」吉川弘文館、一九八四年）。
（
Ⅲ
）
稲
垣
泰
彦
「
初
期
名
田
の
構
造
ｌ
大
和
国
大
田
犬
九
名
に
つ
い
て
ｌ
」
（
稲
垣
泰
彦
・
永
原
慶
二
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
六
二
年
、
の
ち
稲
垣
泰
彦
「
日
本
中
世
社
会
史
論』〈東京大学出版会、一九八一年〉に所収）。
（
聖
福
島
正
樹
註
（
Ⅲ
）
前
掲
論
文
。
（
翌
勝
山
清
次
註
（
Ⅳ
）
前
掲
論
文
。
福
島
正
樹
註
（
肥
）
前
掲
論
法
政
史
学
第
六
十
五
号
年） 文。
一
八
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